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駅周辺・大型店といった集客要素を背景に一日一日変化していく^そんな活
小西通り商店街 気に溢れる商店街である。昨年の通行量調査でも東向、三条通りに次いで三位を

堅持。商店街の規模と比べれば抜群の集客地帯と言える。
このためか客に対する商店街の反応も敏感で常に新鮮な感覚で対処する姿勢がみられる。顧客と商店のコ
ミニニケーシ,ソが感じられる商店街である。【メモ】会長・藤田改造氏・構成員数38名
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性別 Nb.

'

11
'

前年同月

男

職

2,859

重機オペレ
タ

種年令経

帝国興信所

叉瀞ゞ1

月

和菓子製造

子

2

契^二§Zぞ慧孑顎^杉る太兇必^《求一職太著ン情然報契多4゛、三ゞ叉1立、入,・^,,,'、・女/;、ヂ琴§ン、1^11

研磨工

(内整理を含む負債1,000万円以上)

3

9,000万円

奈良会議所ニュース

12

経理事務

建設機械オペレ
10年ーター

区分

女

営繕係

27億6,000万円

焼菓子、生菓子
18年経験

験

シソ縫製

研磨工
経験27年

書籍店員

子

手取賃金
(月収)

取締役 18年
人事・総務経験

本

経理事務

新規求職

営繕 4年
木工等自営10年

200,000円

190,000円

150,000円

150,000円

100,000円

言姦戸 人

組立工

業紹介状況

昭和5辱8月10日(毎月1回10日発行)

勤務時間
(休田

秘書事務

シソ縫製

の

書籍店員

8.Ⅸ)~17.00
(日曜)

経理事務

8.00~17.00
(日曜)

希

曹豆箪゛1悔模

項目

5年

(6月)学卒・

製造工

8.00~17.00
(日曜)

望

奈良市
通

奈良生駒
通

間有効求人

8年

秘書事務

90,000円

100,000円

100,000円

70,000円

120,000円

8.00~17.00
(日曜)

4年

8.00~17.00
(日曜)

間有効求職者

奈良天理
通

住所

不問

5年

ノ'、^

8.00~]フ.00
(日曜)

Ⅱケ月

人

効

大阪奈良
通

奈良市
通

奈良市消費者物価指数 5月(昭和50年=10の

ノ、

不問

トを除く(奈良公共職業安定所)

奈良市

配偶者
の有無

9.00~18.00
(日曜)

不問

職

奈良市

老

9.00~17.00
(日曜)

人

不問

天理市

第131号掲載分

8.30~17.00
(日祝)

学歴

フ74
2,130
221
845

4,031
5郭
0.52
236件

4月

不問

倍

奈良市

新中卒大型1種
大型特殊けん引車

8.30~17.00
(日曜)

男

上

不問

奈良市

対前月比

新中卒
製菓衛生師免許

122.6

548
1,445
118
425
2,053
292
0.70
127

不問

5月

昇

資格

奈良市

高小卒
原付免許

女

不問

対前年
同月比

奈良市

旧中卒経理事務
決算迄可

124.0

226
685
103
420
1,978
263
0.34
]09

前年比%

1.3

不問

奈良市

旧中卒
調理士資格

食料住居光

不問

奈良市

乗客数 6月(国鉄奈良駅・奈良交通)(人)

新中卒

3.2

1.1

摘要

月別

生駒市

新高卒

116.9

新高卒
日商簿記3級

4.1

高小卒

(総理府統計局)

国鉄奈良駅

]18.3

118.フ

旧中卒
電話交換手

5

乗

被服雑費

月

114.9

119.2

6

奈良交通名所めぐり

客
交良公園奈良'汚_隆寺ノ'西ノ牙、

月

461,733

115.4

122.4

乗客

392,222

奈良県倒産状況 6月

~●面廸ぎ1牧1 ^

11,832

132.フ

126.9

乗

5

6,108

133.2

客

有
有
有
有
有
有
有
無
無
無

市
ガ
市
市
市

良
通
大
通
良
通
良
通
良
通

奈
ム
、
奈
奈
奈

1
無

、
、
、

ー
ー
、

,
電
卓
を
使
い
慣
れ
る
と
簡
単

な
計
算
、
機
械
に
頼
り
が
ち
に
な

る
"
ー
と
は
先
日
聞
い
た
知
人
の

話
▲
ビ
存
知
の
よ
う
に
当
世
は
電
卓

の
時
代
、
各
社
が
性
能
を
競
い
合
い

そ
の
普
及
率
、
抜
群
▲
と
こ
ろ
が
電

卓
の
影
に
隠
れ
て
は
い
る
も
の
の
見

逃
せ
な
い
の
が
「
そ
ろ
ぱ
ん
」
の
存

在
。
ご
存
知
の
よ
う
に
そ
ろ
ば
ん
を

は
じ
く
に
は
頭
を
使
う
こ
と
が
要
求

さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
正
確
さ
に
お
い

て
亀
電
卓
に
は
ひ
け
は
と
ら
な
い

'
と
い
う
わ
け
で
珠
算
検
定
の
受
験

者
も
増
え
る
傾
向
に
あ
る
と
の
こ

と
。
古
い
も
の
に
も
そ
れ
な
り
の
良

さ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
0

次
回
の
珠
算
検
定
は
十
月
二
十
一
日

(
日
)
で
す
。

、
、
、

計
、
ー
.
玉
壬
t
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●
1
 
司
'
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1
t

熱

数
数

数

求

数

足

゛
ミ

規

件

新

率

月
充

求

月
紹
有
就

ー
、

合総
月
昂

項
目

発
行
所

奈
良
市
登
大
路
町

部
番
地
2

奈
良
商
工
会
議
所

編
集
責
任
者小

谷
武
芳

.

1

器
靈

ニ
、
ー
-
鷺

1

(

号

会
議
所
地
階
会
議
室

広
く
な
っ
て
オ
ー
プ
ン
ノ
.

ミψ、
¥

印
刷
所共

同
精
版
印
刷
朔

一
部
五
十
円

詳
細
は
十
ペ
ー
ジ
に
掲
載

亀

見■

゛

コ

ゞ
導

.
、

0
 
,
"

、,"
乢コ
、

五

1
2
3
4
5

8
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3
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産
地
中
小
企
業
対
策

臨
時
措
置
法
に
つ
い
て

本
法
は
昭
和
五
十
四
年
六
月
六
日

第
八
十
七
国
会
に
船
い
て
可
決
成
立

し
、
七
月
二
日
、
経
済
的
事
情
の
著

し
い
変
化
に
ょ
っ
て
生
じ
る
事
態
、

振
興
計
画
及
び
事
業
合
理
化
計
画
の

承
認
基
凖
等
を
定
め
た
政
令
と
と
も

に
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し
九
。

(
産
地
の
仕
組
み
)

こ
の
法
律
は
、
①
主
務
大
臣
が
通

産
大
臣
に
協
議
し
、
か
つ
、
当
該
地

域
を
管
理
す
る
都
道
府
県
知
事
及
び

中
小
企
業
近
代
化
審
議
会
の
意
見
を

聞
い
て
、
特
定
業
種
(
地
域
を
含
力
)

を
指
定
す
る
②
特
定
産
地
(
特
定

業
種
に
係
る
地
域
)
を
管
轄
す
る
都

道
府
県
は
、
特
定
産
地
の
指
導
指
針

と
、
い
え
る
「
産
地
中
小
企
業
振
興

ビ
ジ
,
ソ
」
を
作
成
す
る
③
特
定

産
地
の
産
地
組
合
は
、
こ
の
ビ
ジ
,

ソ
に
沿
っ
て
、
産
地
ぐ
る
み
の
振
興

計
画
を
作
成
し
、
都
道
府
県
知
事
の

承
認
を
受
け
る
④
振
興
計
画
に
つ

い
て
鴛
を
受
け
た
産
地
組
合
に
属

す
る
中
小
企
業
者
は
、
こ
の
振
興
計

画
に
沿
っ
て
、
新
商
品
、
新
技
術
の

研
究
開
発
な
ど
新
た
な
経
済
環
境
に

対
処
で
き
る
よ
う
な
事
業
の
合
理
化

を
計
画
的
か
つ
速
や
か
に
進
め
る
九

め
、
事
業
合
理
化
計
画
を
作
成
し
、

都
道
府
県
知
事
の
喬
を
受
け
る

⑤
こ
れ
ら
の
承
認
を
受
け
た
産
地
組

△
口
、
産
地
中
小
企
業
者
に
対
し
て
、

税
制
上
の
特
別
措
置
中
小
企
業
金

融
公
庫
な
ど
に
ょ
る
特
別
貸
付
け
、

信
用
補
完
の
特
別
措
貢
産
地
組
合

に
ょ
る
新
商
品
開
発
能
力
育
成
お
よ

び
需
要
開
拓
事
業
に
対
す
る
事
業
補

助
金
交
付
な
ど
の
助
成
を
行
う
と
と

も
に
、
国
及
ぴ
都
道
府
県
が
事
業
の

適
確
な
実
施
に
必
要
な
指
導
及
び
助

一
言
を
行
い
バ
ッ
ク
ァ
ッ
プ
す
る
こ
と

が
骨
子
と
な
っ
て
い
ま
す
。

勗
成
措
置
の
概
琴

る
新
商
品
開
発
能
力
育
成
事
業
及
び

需
要
開
拓
事
業
を
行
う
産
地
組
合
に

対
し
所
要
資
金
の
補
助
を
行
う
「
新

商
品
開
発
能
力
育
成
事
業
等
補
助

金
」
(
一
組
<
旦
千
万
円
)
を
新
設

し
ま
し
た
0

<
税
制
>

公
告

奈
良
商
工
会
議
所
第
十
期
三
号
議
員
は
左
記
の
通

り
確
定
し
た
こ
と
を
公
告
し
ま
す
。

昭
和
五
十
四
年
七
月
十
七
日

奈
良
商
工
会
議
所
選
挙
委
員
会

記

奈
良
市
橋
本
町
一
六

龍
兒
鵠
南
都
銀
行

善
吉
関
西
電
力
腸
奈
良
支
店
奈
良
市
大
森
町
四
八

奈
良
市
油
阪
町
一

覚
奈
良
交
通
朗

薫
近
畿
電
気
工
事
鵠
奈
良
支
店奈良
市
西
木
辻
町
二
五
1
-

鵠
下
出
商
会

奈
良
市
北
京
終
町
六
二

腸
奈
良
明
新
社

奈
良
市
橋
本
町
三
六

奈
良
市
鵲
町
五

嘉
一
杉
山
繊
維
工
業
鵠

奈
良
市
西
寺
林
町
ニ
ハ

義
雄
朗
天
義
堂

奈
良
市
今
小
路
町
六
八

利
喜
蔵
鵠
ひ
の
り
商
店

奈
良
市
西
大
寺
東
町

林
茂
市
三
和
住
宅
制

ニ
ノ
一
ノ
六
三

奈
良
市
登
大
路
町四
0
ノ
一

奈
良
市
尼
ケ
辻
町

甲
五
七
七
ノ
一

奈
良
市
光
明
院
町
三

奈
良
市
高
畑
東
大
路
町
七
六
九

奈
良
市
脇
戸
町
二
九

振
興
計
画
を
実
施
す
る
産
地
組
合

の
構
成
員
で
あ
る
中
小
企
業
者
が
納

付
す
る
試
験
研
究
費
賦
課
金
に
つ
い

て
課
税
の
特
例
を
認
め
、
産
地
組
合

が
同
賦
課
金
に
ょ
り
取
得
し
た
試
験

研
究
用
資
産
に
つ
い
て
圧
縮
記
帳
を

腎
ま
す
。
又
、
振
興
事
業
に
必
要

一
、
産
地
組
合
に
対
す
る
助
成

<
補
助
金
>

産
地
組
合
を
中
心
と
し
て
「
振
興

計
画
」
作
成
の
九
め
に
必
要
な
調
査

研
究
、
組
合
員
研
修
等
を
行
う
た
め

の
所
要
資
金
に
つ
い
て
産
地
組
合
に

対
し
補
助
す
る
「
活
路
開
拓
調
査
指

組
合

導
事
業
産
地
対
策
枠
」

三
百
五
十
万
円
)
及
び
産
地
中
小
企

業
者
の
新
商
品
開
発
能
力
を
育
成
す

(

と
す
る
施
設
に
つ
い
て
の
事
業
所
税
と
し
て
高
度
化
資
金
融
資
の
対
象
と
に
つ
い
て
、
利
子
補
給
を
用
い
た
長

及
び
そ
の
士
地
に
つ
い
て
の
特
別
士
し
ま
す
。

期
・
低
利
に
ょ
る
事
業
転
換
貸
付
の

地
保
有
税
に
つ
き
非
課
税
と
し
ま

特
例
措
置
を
講
じ
ま
す
。

ニ
、
産
地
中
小
企
業
者
に
対
す
る
助

す
。

又
、
合
理
化
事
業
を
行
う
産
地
中

成

<
高
度
化
>

小
企
業
者
が
金
融
機
関
か
ら
設
備
の

振
興
計
画
に
従
っ
て
産
地
組
合
が

<
金
融
>

近
代
化
等
の
た
め
の
資
金
を
借
入
れ

行
う
知
識
集
約
化
共
同
事
業
を
高
度

産
地
中
小
企
業
者
が
、
事
業
合
理
る
場
合
に
、
近
代
化
保
険
の
適
用
を

化
資
金
融
資
の
対
象
と
す
る
と
と
も
化
計
画
に
従
っ
て
行
う
新
商
品
、
新
認
め
、
さ
ら
に
そ
の
付
保
限
度
額
に

に
、
産
地
組
合
が
振
興
計
画
に
従
っ
技
術
の
開
発
又
は
企
業
化
に
必
要
な
つ
い
て
引
上
げ
(
中
小
企
業
者
、
現

て
行
う
高
度
化
事
業
に
つ
い
て
構
造
設
備
資
金
及
び
内
需
転
換
等
の
販
路
行
三
千
万
円
を
五
千
万
円
、
組
合
、

改
善
等
高
度
化
事
業
と
し
て
融
資
条
変
更
に
と
も
な
い
需
要
開
拓
を
す
る
現
行
五
千
万
円
を
一
億
円
)
の
特
別

件
を
優
遇
し
ま
す
。

場
合
に
必
要
と
な
る
長
期
運
転
資
金
措
置
を
構
じ
ま
す
。

又
、
事
業
合
理
化
計
画
に
従
っ
て
に
つ
い
て
長
期
低
利
の
融
資
を
行
う

<
税
制
>

産
地
中
小
企
業
者
が
合
併
及
び
現
物
と
と
も
に
、
事
業
合
理
化
計
画
に
従

産
地
中
小
企
業
者
が
合
理
化
計
画

出
資
を
行
う
場
貪
企
業
合
同
事
業
い
産
地
内
に
船
い
て
行
う
事
業
転
換
に
従
っ
て
新
商
品
、
新
技
術
の
開
発

.
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六
月
二
十
日
午
後
一
時
よ
り
三
い
た
し
ま
し
た
。
と
こ
ら
で
ぽ
ち
の
も
充
分
承
知
い
た
し
ま
し
た
。

一
時
迄
東
京
商
工
会
議
所
に
お
い
て
ぼ
ち
心
を
引
き
締
め
る
必
要
を
切
当
日
の
私
の
感
触
と
い
た
し
ま
し
一

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
の
動
向
と
実
に
感
じ
ま
し
た
0

て
は
総
て
は
総
選
挙
終
了
後
の
政

1

わ
が
国
経
済
と
題
し
て
剛
日

二
日
目
の
常
議
員
会
に
は
官
房
局
次
第
で
、
現
在
は
自
民
党
に
六

本
干
ネ
ル
ギ
ー
経
済
研
究
所
長
官
田
中
六
助
氏
が
出
席
さ
れ
時
い
て
も
強
力
な
る
反
対
も
あ
り
消

研
究
企
画
室
長
原
嘉
夫
殿
局
講
演
と
質
疑
応
答
が
熱
心
に
行
費
税
に
か
わ
る
税
源
即
ち
、
法
人

)

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
セ
わ
れ
ま
し
た
。
永
野
会
頭
と
は
特
税
率
の
ア
ッ
プ
等
色
々
の
新
税
源

2(
一
ソ
タ
ー
の
事

物
色
に
苦
慮
し
て

^
業
と
題
し
て
第
2
回
経
済
政
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
合
同

い
る
こ
と
も
本
当

助
省
エ
ネ
ル

の
様
に
思
い
ま
し

ギ
ー
セ
ソ
タ
委
員
会
と
全
国
常
議
員
会
議
に
出
席
L
て

た
。
こ
の
際
特
に

申
し
上
げ
た
い
こ

副
会
頭
近
東
弘
七
と
は
消
費
税
に
限

常
務
理
事

松
永
雄
二
殿

ら
ず
、
全
国
的
な

以
上
の
両
名
様
か
ら
エ
ネ
ル
ギ

別
の
間
柄
で
あ
り
か
な
り
突
込
ん
大
間
題
に
は
地
方
の
商
工
会
議
所

ー
の
向
後
に
対
処
す
る
心
構
を
懇

だ
船
話
し
や
応
答
が
あ
り
ま
し
は
一
丸
と
な
っ
て
東
京
と
連
絡
し

川

切
に
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
省
工

た
。
只
今
こ
こ
で
会
員
の
皆
様
に
会
員
の
総
意
を
反
映
す
る
こ
と
に

ネ
ル
ギ
ー
に
つ
き
ま
し
て
は
既
に

最
も
関
心
の
深
い
の
は
一
般
消
費
佶
熱
を
燃
や
す
べ
き
だ
と
思
料
い

私
達
そ
れ
な
り
の
心
構
を
い
た
し

税
で
あ
り
ま
す
。
東
京
商
工
会
議
た
し
ま
す
。
ま
さ
に
地
方
の
時
代

て
船
り
ま
t
が
、
今
回
は
短
期
的

所
と
し
て
も
、
相
当
厳
し
く
同
税
に
変
容
し
つ
つ
ぁ
る
今
日
に
お
い

う

.
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ト
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モ
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共
同
精
版
印
刷
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本
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本
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腸
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又
は
企
業
化
・
装
置
に
つ
い
て
は
初

年
度
四
分
の
一
、
建
物
等
に
つ
い
て

は
同
八
分
の
一
、
建
物
に
つ
い
て
は

同
八
分
の
一
の
特
別
償
却
を
鬻
ま

す
。
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な
く
長
期
に
亘
る
様
相
を
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導
入
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対
し
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と
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い
る
て
は
当
然
と
い
え
ま
し
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三
、
都
道
府
県
に
対
す
る
助
成

<
助
成
>

産
地
中
小
企
業
振
興
対
策
の
実
施

に
あ
た
り
、
都
道
府
県
は
、
産
地
中

小
企
業
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て

中
・
長
期
的
観
点
か
ら
検
討
を
行
い

「
産
地
中
小
企
業
振
興
ビ
ジ
,
ソ
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
、
国
は
こ
の

作
成
費
に
対
し
補
助
を
行
う
(
一
産

地
二
百
五
十
万
円
)
。
又
、
同
ビ
ジ

,
ソ
に
関
連
す
る
高
度
化
事
業
計
画

に
つ
い
て
総
合
的
見
地
か
ら
近
代
化

促
進
診
断
を
実
施
す
る
た
め
、
中
小

企
業
総
合
指
導
所
が
中
小
企
業
振
興

事
業
団
等
の
協
力
の
も
と
に
プ
ロ
ジ

エ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し
、
特
定
地

域
振
興
診
断
を
行
う
の
に
必
要
と
す

る
経
費
に
つ
い
て
も
補
助
し
ま
す

(
一
地
域
八
十
万
巴
0

又
、
産
地
中
小
企
業
の
技
術
者
の

資
質
の
向
上
、
製
品
の
高
級
化
・
一
局

付
加
価
値
化
を
図
る
た
め
、
都
道
府

県
公
需
験
所
等
に
お
い
て
地
場
産

業
の
特
色
に
立
脚
し
た
高
度
か
つ
総

合
的
な
技
術
研
修
を
行
う
の
に
必
要

な
経
費
を
補
助
し
ま
す
。
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一
「
そ
ろ
ば
ん
日
本
一
」
に
な
る
ま
で
"

加
そ
ろ
ぱ
ん
口
本
一
藤
川
正
一
一

.
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一
る
氣
が
支
え
た
栄
光
の
座
1

第
三
十
三
回
国
民
珠
算
競
技
大
会

そ
ろ
ぱ
ん
日
本
一
発
表
の
瞬
間
、

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
浴
び
せ
ら
れ
た

よ
う
な
気
分
に
な
り
、
胸
を
張
っ
て

壇
上
へ
と
歩
き
始
め
ま
し
九
。

フ
ラ
ッ
シ
ユ
と
拍
手
の
渦
の
中
、

大
ト
ロ
フ
ォ
ー
を
頂
き
会
場
に
向
か

つ
て
一
礼
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た
時
は

誰
に
と
も
な
く
素
直
に
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
」
、
そ
ん
な
感
謝
で

い
っ
.
は
い
で
し
た
。
ま
さ
に
感
慨
無

量
で
す
。

ふ
り
返
れ
ぱ
習
い
始
め
た
の
が
小

学
三
年
生
友
達
に
誘
わ
れ
て
入
っ

た
も
の
の
、
当
初
よ
り
そ
ろ
ば
ん
が

好
き
に
な
り
、
休
む
こ
と
な
く
ま
じ

め
に
塾
に
通
い
続
け
ま
し
た
。

け
れ
ど
も
、
そ
の
時
に
は
日
本
一

の
素
質
ら
し
き
も
の
は
ま
っ
九
く
な

か
っ
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
何
故
な

ら
、
自
分
か
珠
算
選
手
と
し
て
需

し
出
し
た
小
学
六
年
生
か
ら
、
高
校

三
年
生
に
い
元
る
ま
で
、
数
あ
る
大

会
で
た
だ
の
一
度
も
個
人
優
勝
の
経

験
が
な
か
っ
た
こ
と
と
、
俗
に
い
う

は
珠
算
に
対
す
る
「
や
る
気
」
で
す
。

い
ざ
練
習
を
や
り
出
す
と
、
そ
の
日

わ
ず
か
一
時
間
の
練
習
で
あ
ろ
う
と

そ
の
間
に
少
し
で
、
上
達
し
て
や
ろ

う
、
国
民
大
△
三
回
分
を
計
時
す
る

な
ら
、
そ
の
間
に
少
し
で
、
速
く
お

け
る
よ
う
に
な
ろ
う
、
そ
ん
な
意
欲

の
か
た
ま
り
で
練
習
を
し
て
い
ま
し

た
。
そ
れ
が
自
分
の
と
り
え
と
今
で

も
信
じ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
「
や
る
気
L
 
が
い

つ
し
か
、
人
と
は
ち
が
う
新
し
い
方

法
を
考
え
よ
う
と
い
う
と
こ
ろ
へ
発

展
し
て
い
き
ま
し
た
。

ま
ず
取
り
組
み
始
め
た
の
が
乗
算

で
、
つ
づ
い
て
除
算
、
成
功
す
る
か

ど
ぅ
か
亀
わ
か
ら
な
い
方
法
を
あ
れ

こ
れ
回
り
道
し
な
が
ら
、
創
意
工
夫

の
末
、
現
在
の
算
法
に
お
よ
び
ま
し

ナ
意
欲
を
、
つ
て
白
分
で
開
発
し
た

が
ゆ
え
に
、
今
日
に
い
た
っ
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。

と
と
ろ
が
、
そ
の
特
殊
算
法
が
な

ん
と
か
身
に
つ
き
始
め
た
も
の
の
、

い
ざ
本
番
で
使
う
と
な
る
と
、
不
{
女

で
独
自
の
方
法
で
お
く
こ
と
が
「
怖

い
」
と
さ
え
感
じ
て
き
ま
す
。
そ
う
い

つ
た
精
神
的
負
担
が
他
の
種
目
に
ま

で
影
響
を
船
よ
ぽ
す
と
と
が
今
ま
で

に
は
し
ぱ
し
ぱ
で
し
た
。
人
と
は
異

天
才
少
年
少
女
の
よ
う
な
急
激
な
昇

段
が
私
に
は
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。

、
つ
と
も
選
手
と
し
て
大
会
に
出
場

し
て
い
た
の
で
す
か
ら
、
そ
ろ
ぱ
ん

に
む
い
て
い
た
人
間
で
あ
っ
た
と
は

思
う
の
で
す
が
、
日
本
一
な
ど
考
え

も
し
な
か
っ
た
こ
と
も
事
実
な
の
で

す
。私

が
目
に
み
ぇ
て
力
が
向
上
し
た

の
は
高
校
生
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
高
校
生
の
間
も
、

さ
ほ
ど
ス
パ
ル
タ
的
な
練
習
は
し
て

い
ま
せ
ん
。
そ
の
時
の
学
生
生
活
と

い
え
ぱ
、
珠
算
の
練
習
と
共
に
音
楽

が
好
き
で
ロ
ッ
ク
バ
ソ
ド
の
練
習
も

し
て
い
ま
し
た
0
 
ま
た
、
動
く
こ
と

、
好
き
な
も
の
で
す
か
ら
、
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
プ
に
、
顔
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
で
す
か
ら
、
珠
算
を
離
れ
る
と

ご
く
普
通
の
学
生
生
活
で
あ
っ
た
の

で
す
。た

だ
、
誰
に
、
負
け
な
い
と
白
負

で
き
る
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ ▼

な
る
算
法
で
郭
く
と
い
う
勇
気
が
、

そ
の
時
の
私
に
は
な
か
っ
た
の
で
し

う忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、

高
校
三
年
の
時
の
全
大
阪
大
会
。
こ

の
大
会
は
、
問
題
数
が
増
加
さ
れ
、

特
に
乗
算
除
算
を
お
き
こ
な
す
こ
と

が
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

全
大
阪
大
会
で
乗
算
除
算
で
他
の
選

手
を
引
き
難
し
、
そ
の
年
、
初
優
勝

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
九
。
こ
こ

で
私
は
自
信
と
い
う
も
の
が
持
て
九

の
で
す
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
、
の
、
私
は
珠

算
選
手
と
し
て
の
自
信
を
高
め
、
た

だ
ひ
た
す
ら
日
本
一
の
タ
イ
ト
ル
を

目
指
し
、
技
術
、
精
神
の
両
面
を
向

上
さ
せ
る
べ
く
惨
敗
惜
敗
を
く
り

返
し
な
が
ら
ね
ぱ
り
続
け
ま
し
た
。

第
三
十
三
回
国
民
珠
算
競
技
大

会
、
こ
れ
で
な
ん
と
か
珠
算
一
流
プ

レ
ー
ヤ
ー
の
仲
間
入
り
を
さ
せ
て
、

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

機
に
、
珠
算
技
術
の
極
限
を
求
め
る

た
め
、
初
心
に
戻
り
磨
き
を
か
け
、

さ
ら
に
内
容
の
充
実
し
た
練
習
を
続

け
た
い
と
思
い
ま
す
。

(
大
阪
市田

村
教
育
総
合
学
院
勤
務
)

(火
留
加
郷
方

大
き
な
ム
ダ
を
忘
れ
る
な (

地
震
、
台
風
、
火
事
と
い
っ
た
災

害
は
い
や
と
い
う
ほ
ど
味
わ
わ
さ
れ

て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本

人
と
い
う
の
は
、
災
害
を
予
防
す
る

と
い
う
こ
と
に
は
あ
ま
り
熱
心
で
は

な
し
ょ
う
た
0

町
づ
く
り
を
み
て
も
、
地
震
や
火

事
に
対
し
て
の
対
策
は
ほ
と
ん
ど
と

い
っ
て
ょ
い
抵
ど
な
さ
れ
て
い
な
い

し
、
個
人
の
家
づ
く
り
も
相
変
ら
ず

の
木
造
が
多
い
の
を
み
て
も
こ
れ
が

立
証
で
き
ょ
う
。

と
こ
ろ
が
、
よ
く
し
た
も
の
で
、

災
害
に
あ
っ
た
あ
と
の
処
置
の
仕
方

と
い
う
の
は
比
較
的
上
手
な
よ
う

ナ
と
の
ほ
う
は
戦
後
の
復
興
を
み
て

も
わ
か
る
し
、
地
震
や
台
風
の
災
害

の
あ
と
を
み
て
も
わ
か
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
企
業
経
営
な
ど
で
も

み
ら
れ
る
。

石
油
が
あ
と
二
0
%
あ
が
っ
た
ら

日
本
経
済
は
破
滅
だ
と
か
、
一
ド
ル

(

二
百
四
十
円
以
上
の
円
高
に
な
っ
た

ら
日
本
の
産
業
は
立
ち
ゆ
か
な
く
な

る
等
々
の
こ
と
が
い
わ
れ
て
い
九
の

は
つ
い
一
、
二
年
前
ま
で
の
話
だ
が

石
油
は
あ
が
り
、
円
は
高
く
な
っ
た

の
に
、
日
本
経
済
は
破
減
ど
こ
ろ
か

黒
字
に
悩
ん
で
い
る
。

も
ち
ろ
ん
幸
運
も
多
少
あ
っ
た

゛
、
、

災
害
と
い
う
か
、
環
境
変
化
に

力対
し
て
の
対
応
が
当
を
得
て
い
た
か

ら
と
い
え
よ
う
0

こ
の
よ
う
に
、
日
本
人
と
い
う
の

は
事
後
処
置
な
い
し
は
、
環
境
の
変

化
と
い
っ
た
も
の
へ
の
適
応
力
は
す

ぐ
れ
て
い
る
が
、
し
か
し
、
い
く
ら

こ
う
し
た
こ
と
が
上
手
で
は
あ
っ
て

も
、
そ
の
た
め
に
は
非
常
な
ロ
ス
・
:

経
費
と
か
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
材
な

ど
の
:
:
:
を
と
も
な
う
も
の
で
あ
る

か
ら
、
少
な
く
と
も
予
知
で
き
る
も

の
に
対
し
は
、
そ
の
対
策
を
予
め
講

じ
て
郭
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
か
ろ

う
力
0

た
と
え
ば
、
企
業
で
は
労
務
関
係

の
一
つ
を
と
っ
て
も
従
業
員
の
高
年

齡
化
と
か
、
週
休
二
日
制
の
完
全
実

施
と
か
を
は
じ
め
と
し
て
、
あ
る
い

は
ポ
ス
ト
不
足
の
問
題
退
職
金
問

題
、
従
業
員
の
教
育
問
題
等
々
ど
の

企
業
で
も
今
の
う
ち
に
対
策
を
練
っ

て
お
い
た
ほ
う
が
、
つ
ま
ら
ぬ
混
乱

と
か
ロ
ス
を
防
げ
る
問
題
の
い
く
つ

か
は
必
ず
か
か
え
て
い
る
は
十
で
あ

る
0で

あ
る
か
ら
、
企
業
経
営
全
体
に
わ

た
っ
て
こ
う
し
た
も
の
を
早
急
に
調

べ
あ
げ
て
、
手
の
つ
け
ら
れ
る
も
の

4

(

5

か
ら
一
つ
一
つ
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
で
あ
る
0

こ
れ
か
ら
の
経
営
は
高
度
成
長
期

と
違
っ
て
、
少
し
で
も
ム
ダ
を
少
な

く
す
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
は
周
知

の
と
お
り
で
、
ど
こ
の
企
業
で
も
そ

れ
に
は
十
分
な
配
慮
を
し
て
い
る
と

思
う
が
、
ム
ダ
の
除
去
を
と
な
え
な

が
ら
、
こ
う
し
た
大
き
な
ム
ダ
を
忘

れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

(
商
工
中
金
本
店

経
営
相
談
所

内
田
知
二
)

当
所
で
は
業
務
内
容
を
問
わ
ず
業
務
遂
行
に
職
場

の
人
間
関
係
に
大
き
な
影
響
力
を
亀
つ
中
堅
女
子
社

員
の
た
め
の
研
修
会
を
企
画
し
ま
し
た
。
奪
っ
て
御

参
加
く
だ
さ
い
。
受
講
御
希
望
の
方
は
当
所
ま
で
御

一
報
く
だ
さ
い

マ
日
時
八
月
二
十
七
・
一
干
八
日

両
日
と
も
午
後
一
時
t
同
四
時

マ
場
所
当
所
四
階
ホ
ー
ル

▽
講
師
女
子
イ
ソ
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

西
田
恭
子
氏

万
2
所
~

業
御

営
⑳

良
御、0

奈
L

行
T

旅
8
*
悉
計
高

三

▽
定
員
五
十
名

▽
受
講
料
無
料

マ
申
込
〆
切
八
月
二
十
日

本
件
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
せ
は
当
所
中
小
企
業

相
談
所
(
担
当
深
水
)
ま
で

行
雄

第131号(第三種郵便物認可) 奈良会議所ニュース 昭和54年8月10日(毎月1回10日発行)
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研修会御案内

第131号(第三種郵便物認可)

企業と家庭に奉仕する
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社長野村正

、艮市下三条町8番地
.大安寺・西大寺・学園前.東生駒.天理
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本店
支
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゛

,
/

「
情
報
社
会
L
 
と
い
う
こ
と
が
い

わ
れ
だ
し
て
か
ら
、
か
な
り
の
歳
月

が
た
つ
。
あ
る
経
済
辞
典
を
引
っ
ぱ

り
出
し
て
、
も
う
一
度
そ
の
意
味
を

確
か
め
て
み
る
と
、
「
工
業
化
を
脱

し
て
、
そ
の
あ
と
に
く
る
新
し
い
社

会
の
こ
と
。
」
「
情
報
が
主
役
を
演

ず
る
社
会
で
、
そ
こ
で
は
情
繋
物

質
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
力
を
借
り
て
、

価
置
を
生
み
出
す
。
」
と
い
う
よ
う

な
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
0
 
し
か
し

「
情
報
化
」
の
中
身
に
な
る
と
、
テ

レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
な
ど
マ
ス
コ

ミ
の
発
展
で
こ
れ
を
社
会
の
中
心
に

据
え
る
場
<
口
と
か
、
コ
ソ
ピ
ユ
ー
タ

の
出
現
に
ょ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
新

し
い
社
会
と
い
う
も
の
を
意
味
す
る

な
ど
、
解
釈
は
千
差
万
別
で
あ
る
こ

と
が
付
記
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

し
て
、
、
情
報
社
会
で
は
情
報
の
伝

達
が
質
量
と
も
に
高
ま
り
、
し
か
も

、

.
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■

●
■
.
.

■
●

.

.
.
.

.

.
.
一
.
.

.
一
.
一
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
.

.

.
.
一
.
一
.
一
.
一
.
.

ノ

ノ

す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
く
に
、
企
業
に
と
っ
て
は
前
向

き
に
し
ろ
、
後
向
き
に
し
ろ
、
社
会

と
の
対
応
を
忘
れ
て
は
、
企
業
の
イ

メ
ー
ジ
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
在
立
基
盤

す
ら
脅
か
さ
れ
か
ね
な
い
時
代
と
な

つ
て
き
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
、

企
業
は
平
素
か
ら
の
心
構
え
を
大
切

に
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ず
、
急
に
何
か

事
が
起
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
対
策
を

し
て
み
て
も
そ
の
や
り
方
は
社
会
か

ら
決
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で

は
な
い
し
、
信
用
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
企
業
に
ょ
っ
て
は
、
そ
の
顔

と
、
い
う
べ
き
商
品
の
宣
伝
、
広
告

に
し
て
も
そ
う
だ
。
派
手
な
宣
伝
、

誇
大
な
広
告
が
通
用
す
る
世
の
中
で

な
く
な
っ
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。
平
素
か
ら
ま
じ
め
で
地
道

な
努
力
が
、
社
長
や
店
長
、
工
場
長

だ
け
で
な
く
、
社
員
の
一
人
一
人
に

ま
で
行
き
わ
た
っ
て
、
キ
チ
ソ
と
し

九
と
こ
ろ
が
に
じ
み
出
て
い
な
け
れ

ぱ
、
た
と
え
、
ど
ん
な
に
店
構
え
が

立
派
で
、
商
品
が
す
ぱ
ら
し
く
て
も

は
た
の
見
る
目
は
き
び
し
い
は
ず
で

あ
る
0私

は
、
い
ま
か
ら
二
十
年
ほ
ど
前

に
、
あ
る
商
社
の
西
ド
イ
ツ
の
支
店

長
を
七
年
あ
ま
り
勤
め
た
経
験
が
あ

る
。
家
族
と
と
も
に
そ
の
地
に
住
み

つ
い
て
、
異
国
人
で
は
あ
る
が
市
民

生
活
に
と
け
こ
ん
で
生
活
し
て
い
か

ら
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
だ
日

本
の
進
出
が
い
ま
ほ
ど
で
は
な
い
時

で
あ
っ
た
か
ら
、
ポ
ツ
ソ
と
ド
イ
ツ

社
会
の
中
に
放
り
だ
さ
れ
た
か
っ
こ

う
で
あ
っ
た
。
い
わ
ぱ
、
わ
れ
わ
れ

家
族
は
日
本
人
と
い
う
商
品
見
本
の

よ
う
に
毎
日
の
た
ち
い
ふ
る
ま
い
に

注
意
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
か
っ
た
。

そ
の
時
つ
く
づ
く
思
っ
た
こ
と
は
、

ス
ピ
ー
ド
を
早
め
て
社
会
に

直
接
、
間
接
影
響
を
与
え
る

度
合
い
が
激
し
く
な
る
こ
と

だ
け
は
ま
ち
が
い
な
い
。

も
と
、
と
、
一
つ
の
国
に

し
ろ
、
地
域
社
会
に
し
ろ
、

そ
れ
ら
は
一
単
位
の
社
会
・

経
済
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
て
、

そ
れ
ら
は
市
民
な
り
、
団
体

ノ
ノ

゛

'
一
.

、
一
、
J
 
凡
゛

.
ヅ
'

J

一゛
、、

゛
、
<

0
」ム

1
 
4
゛

、

τ
憾

、
'
事
な
ど
い
ろ
い
ろ
の
サ
プ
.
シ

ス
テ
ム
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
わ
け

で
あ
る
。
情
報
化
が
進
ん
だ
社
会
で

は
、

時
に
ょ
り
と
れ
ら
の
個
々
の
サ

フ
・
シ
ス
テ
ム
が
、
同
調
し
た
り
、

対
立
す
る
こ
と
を
増
幅
す
る
傾
向
に

あ
る
。
六
年
前
の
オ
イ
ル
シ
ヨ
ッ
ク

の
前
後
に
お
こ
っ
た
狂
乱
物
価
の
と

き
に
、
市
民
、
あ
わ
て
た
し
、
企
業

も
対
応
の
術
を
知
ら
な
か
っ
突
め

に
、
一
時
は
生
活
必
需
物
資
を
中
心

に
パ
ニ
ッ
ク
状
態
と
な
り
、
企
業
批

判
が
激
化
し
た
と
と
を
思
い
だ
し
て

み
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う

に
、
今
日
の
情
報
化
社
会
で
は
、
市

民
に
と
っ
て
も
、
企
業
に
と
っ
て

も
、
つ
ま
り
、
社
会
の
ど
の
サ
プ
.

、
ソ
ス
テ
ム
に
と
っ
て
も
、
経
済
的
環

境
だ
け
を
注
意
す
れ
ぱ
よ
い
時
代
で

は
な
く
な
り
、
社
会
的
環
境
の
大
小

の
変
化
に
つ
い
て
も
細
心
の
注
意
を

払
う
必
要
が
増
大
し
た
こ
と
を
認
識

ん
、

J

つ
ぱ
な
流
し
わ
れ
に
夕
波
つ
く
り
け
り

「
ツ
ケ
焼
き
刃
」
で
は
ダ
メ
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
っ
た
。
ド
イ
ツ
の
習
慣

と
い
ろ
い
ろ
違
っ
た
点
は
あ
っ
て
も

日
本
人
と
し
て
の
礼
節
い
や
、
日
本

人
と
し
て
の
心
が
一
番
大
切
だ
と
い

う
自
覚
を
、
つ
こ
と
で
あ
っ
た
。
ノ

ら
ド
イ
ツ
人
は
決
し
て
わ
れ
わ
れ
家

族
を
も
の
珍
し
げ
に
眺
め
は
し
な
い

゛
、
、

そ
れ
と
な
く
注
目
し
、
隣
人
と

力し
て
つ
き
<
口
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

一
言
葉
だ
け
で
な
く
、
心
で
あ
り
節
度

で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
異
国
で
の
生
活
も
、

次
第
に
な
じ
ん
で
く
る
と
、
近
隣
の

人
々
と
の
つ
き
合
い
ぱ
か
り
で
な
く

街
に
行
け
ぱ
い
ろ
い
ろ
の
店
屋
の
主

人
や
奥
さ
ん
、
あ
る
い
は
レ
ス
ト
ラ

ソ
で
も
主
人
や
ウ
ニ
ー
タ
ー
と
亀
顔

見
知
り
に
な
る
。
彼
ら
は
そ
れ
ぞ
れ

の
持
ち
味
を
も
っ
九
親
し
さ
と
、
身

に
つ
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
ま
ぜ
合
わ
せ

て
、
決
し
て
人
の
心
を
そ
ら
そ
う
と

し
な
い
。
そ
し
て
、
わ
れ
わ
れ
が
用

事
を
す
ま
せ
、
そ
こ
を
立
ち
去
ろ
う

と
す
る
と
、
い
ち
ょ
う
に
「
ま
た
船

い
で
に
な
る
の
を
船
待
ち
し
て
い
ま

す
よ
。
」
と
心
か
ら
の
愛
想
を
忘
れ

な
い
。
店
の
信
用
を
大
切
に
す
る
心

が
ヒ
ツ
ヒ
シ
と
胸
に
響
い
て
く
る
0

私
は
、
こ
の
古
い
体
験
を
回
想
し

つ
つ
思
っ
た
こ
と
は
、
企
業
に
と
っ

て
も
「
イ
メ
ー
ジ
は
白
ら
が
つ
く
ろ

う
と
し
て
、
、
つ
く
れ
る
も
の
で
は

な
い
し
、
つ
く
ろ
う
と
し
て
は
い
け

な
い
0
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
<
止

業
と
し
て
精
一
杯
や
る
こ
と
は
、

分
た
ち
の
平
素
の
あ
り
の
ま
ま
の
姿

を
、
「
ツ
ケ
焼
き
刃
」
で
な
く
正
確

に
社
会
に
知
ら
せ
る
心
で
あ
る
。
イ

メ
ー
ジ
と
い
う
も
の
は
、
結
果
と
し

て
第
三
者
に
ょ
っ
て
描
か
れ
る
も
の

で
あ
る
。
評
判
や
イ
メ
ー
ジ
を
気
に

し
て
い
る
う
ち
は
、
人
々
に
ょ
い
イ

メ
ー
ジ
を
も
た
れ
る
は
ず
が
な
い
と

思
う
0

(
前
三
菱
商
事
取
締
役
広
報
室
邑

に
衣
縫
ふ
ひ
と
日
ゆ
り
咲
け
り

萩
や
並
ぶ
校
倉
照
り
艮
り

ー
!
π
1
,

,
,
愉

奈
良
の
女
王
二1

浦
久
保
さ
ん

1
奈
良
の
女
王
選
出
大
会
・

、
巫
女
の
舞
ふ

(

奈
良
の
夏
立
つ
り
協
賛
事
業
と
し

て
企
画
さ
れ
た
『
奈
良
の
女
王
選
出

大
会
」
(
主
催
・
奈
良
市
商
店
街
振

興
協
議
会
)
は
先
月
二
十
日
、
午
後

六
時
よ
り
県
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
に

船
い
て
開
催
さ
れ
、
本
年
の
,
奈
良

の
女
ヂ
に
は
浦
久
保
幸
代
さ
ん

(
二
二
)
ι
会
社
員
1
が
選
ぱ
れ

た
。
同
選
出
大
会
に
は
最
終
審
査

に
残
っ
た
二
十
名
の
美
女
が
ゆ
か
た

は
ら
れ
築
地
み
ち

(

■

■

4

「

.

.

及
び
水
着
に
ょ
り
そ
の
美
し
さ
を
披

露
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ
美
貌
と
プ
戸

ポ
ー
シ
,
ソ
の
持
ち
主
だ
け
に
女
王

選
出
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
盛
り
上
が

り
を
見
せ
た
。

な
お
、
準
女
王
に
は
南
庸
子
さ

ん
全
一
)
 
n
学
生
・
梶
本
篤
子
さ

ん
(
十
九
)
 
1
学
生
・
阿
南
治
美
さ

ん
(
二
四
 
1
主
婦
の
三
人
が
そ
れ

ぞ
れ
選
出
さ
れ
た
。

訪
米
投
資
開
発
調

査
団
参
加
者
募
集

日
本
貿
易
振
興
会
並
び
に
在
日
米

国
商
工
会
議
所
の
主
催
で
「
訪
米
投

資
開
発
調
査
団
L
へ
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
る
。

日
程
は
十
月
十
三
日
(
士
)
t
十
月

二
十
八
日
(
日
)
の
十
六
日
間
で
参
加

費
用
は
五
十
四
万
九
千
円
と
な
っ
て

い
る
。本

件
に
つ
い
て
詳
細
を
邪
知
り
に

な
り
た
い
方
は
左
記
ま
で
。

日
本
貿
易
振
興
会
大
阪
本
部

業
務
課
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労
働
保
険
事
務
組
合
の

ご
利
用
を

労
災
保
険
や
失
業
保
険
の
手
続
き

が
わ
ず
ら
わ
し
い
と
思
っ
て
船
ら
れ

る
方
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

当
所
で
は
、
と
の
よ
う
な
事
業
主

の
方
に
代
わ
り
労
働
保
険
料
の
申
告

納
付
や
各
種
の
届
出
等
を
代
行
す
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
「
労
働
保
険
事
務
組
合
」

で
す
。
手
続
き
は
簡
単
、
あ
な
た
の

事
務
合
理
化
に
会
議
所
の
労
働
保
険

事
務
組
合
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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神
前
に
百
合
さ
、
げ
つ

巫
女
の
手
に
百
合
の
香
り
て
舞
ひ
納
む

雨
や
ど
り
す
る
軒
ひ
く
し
花
ざ
く
ろ

忍
冬
の
香
に
ま

小
波
の
立
ち
て
影
散
る
花
あ
や
め
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経
済
講
演
会
開
催

ー
フ
月
例
会
1

去
る
七
月
二
十
三
日
(
旦
午
後
六

時
よ
り
西
川
事
業
委
員
長
他
即
人
が

参
加
し
て
当
所
四
階
中
ホ
ー
ル
に
お

い
て
、
奈
良
県
立
短
期
大
学
教
授
、

商
学
博
士
・
由
比
凌
氏
を
お
招
き
し

「
経
済
を
通
し
て
み
た
世
界
と
日
本
」

と
題
し
て
経
済
講
演
会
を
開
催
し

た
。そ

の
中
で
由
比
教
授
は
「
わ
が
国

経
済
は
釦
年
代
か
ら
刀
年
代
へ
の
移

行
の
過
程
で
激
し
い
構
造
変
化
に
見

舞
わ
れ
そ
の
特
徴
は
次
の
と
船
り
で

あ
る
。
そ
の
第
一
は
、
高
度
成
長
の

崩
壊
と
低
成
長
へ
の
移
行
で
あ
る
。

印
年
代
は
実
質
経
済
成
長
率
が
W
%

を
う
わ
ま
わ
る
と
い
う
高
度
成
長
時

代
が
継
続
し
、
世
界
的
比
較
か
ら
も

驚
異
と
も
思
わ
れ
る
よ
う
な
数
字
を

示
し
た
わ
け
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
石
油
シ
,
ツ
ク
を
契
機
と
し
て
実

質
経
済
成
長
率
が
半
減
し
低
成
長
時

代
に
突
入
す
る
と
い
う
大
き
な
地
殻

変
動
に
見
舞
わ
れ
九
わ
け
で
あ
る
。

第
二
に
完
全
雇
用
か
ら
大
量
失
業
へ

の
時
代
へ
入
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
高

度
成
長
時
代
に
確
立
さ
れ
矣
量
生

産
大
量
消
費
体
制
が
昭
和
四
十
六
年

八
月
の
一
一
ク
ソ
ソ
シ
,
ツ
ク
を
契
機

と
し
昭
和
四
十
八
年
秋
の
石
油
ツ
,

ツ
ク
に
ょ
り
イ
ソ
フ
レ
と
減
量
生
産

等
に
ょ
り
決
定
的
に
崩
壊
し
、
大
量

失
業
者
が
発
生
す
る
と
い
う
事
態
を

ま
ね
き
、
時
代
は
大
き
く
変
貌
し
た

の
で
あ
る
。
第
三
に
は
国
際
協
調
か

ら
国
益
重
視
へ
の
転
換
で
あ
る
。

際
経
済
が
順
調
に
推
移
し
て
い
る
時

代
は
国
際
協
調
主
義
が
発
揮
さ
れ
て

い
た
も
の
の
、
石
油
シ
ー
ク
を
契

機
と
し
て
先
進
各
国
は
国
際
収
支
が

極
め
て
悪
化
し
、
そ
の
た
め
保
護
主

義
を
中
心
と
す
る
国
益
重
視
政
策
へ

の
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
以
上
三
点
が
印
年
代
か
ら
円
年

代
に
わ
た
る
わ
が
国
経
済
の
構
造
変

化
の
特
徴
で
あ
る
。

又
昨
今
の
第
二
次
石
油
問
題
に
つ

い
て
は
ア
メ
リ
カ
の
圧
倒
的
優
位
体

制
を
中
心
と
す
る
ド
ル
経
済
体
制
の

崩
壊
と
南
北
問
題
を
中
心
と
す
る
0

P
E
C
諸
国
の
発
言
力
の
強
化
を
主

た
る
原
因
と
し
て
発
生
し
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
石
油
問
題
は

イ
ソ
フ
レ
、
不
況
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー

シ
,
ソ
及
び
中
小
企
業
問
題
へ
と
推

移
し
て
い
く
可
能
性
を
十
分
包
含
し

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
十
分
な
対

策
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。
」
と
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地
階
改
造
完
成
披
露

七
月
十
日
、
午
後
五
時
三
十
分
、

小
林
会
長
禽
工
会
議
所
会
頭
)
の

テ
ー
プ
之
卜
に
始
ま
り
、
室
内
縦

覧
し
、
場
所
を
隣
室
の
会
議
室
へ
移

し
、
会
長
挨
拶
、
杉
本
事
業
委
員
長

の
会
議
所
、
友
好
倶
楽
部
を
代
表
し

て
の
工
事
経
過
報
告
を
な
す
。
つ
い

で
会
長
よ
り
、
詐
、
施
工
老
(
鵠

桝
谷
詐
、
鵠
奥
村
組
鵬
浅
沼
組
)

に
感
謝
状
を
贈
昊
小
山
恭
二
氏
に

よ
る
乾
杯
の
音
頭
の
後
、
パ
ー
テ
'

に
入
り
、
参
加
者
一
同
、
和
気
合
々

と
歓
談
を
し
、
杉
山
嘉
一
氏
の
万
才

三
唱
に
ょ
り
終
了
し
た
。

海
上
自
衛
隊
護
衛
艦

体
験
航
海
に
参
加

七
月
二
十
五
日
海
上
白
衛
隊
・

自
衛
隊
奈
良
地
方
連
絡
部
の
ご
好
意

に
ょ
り
護
衛
艦
『
く
ま
の
』
に
乗
艦

大
阪
湾
一
周
の
体
験
航
海
を
実
施
し

た
。
コ
ー
ス
は
阪
神
基
地
隊
(
神
戸

市
東
遜
区
魚
崎
浜
町
)
よ
り
出
航
し

須
磨
沖
t
大
阪
湾
t
阪
神
基
地
隊
の

一
周
コ
ー
ス
で
約
一
時
間
三
十
分
の

体
験
航
海
で
あ
っ
た
。

参
加
者
一
同
め
っ
た
に
乗
れ
な
い

護
衛
艦
に
乗
り
大
変
満
足
気
で
あ
っ

ナ般
若
心
経
解
説
会
始
ま
る

七
月
二
十
四
日
午
後
六
時
よ
り

大
和
小
泉
の
庚
申
堂
金
輪
院
住
職
・

井
村
良
襄
師
を
講
師
に
九
回
シ
リ
ー

ズ
で
始
ま
っ
た
。

第
一
回
目
の
七
月
二
十
四
日
は
、

参
加
者
三
十
余
名
か
熱
心
に
般
若
心

経
の
教
え
を
拝
聴
し
た
。

尚
次
回
は
八
月
二
十
八
日
、
午
後

六
時
よ
り
開
催
致
し
ま
す
。

(
今
後
の
予
定
)

◎
八
月
例
会
八
月
十
四
日

正
午
よ
り

「
日
中
文
化
交
流
の

テ
ー
マ

漢
詩
と
吟
詠
に
つ
い

て
」

講
師
(
社
)
関
西
吟
詩
文
化

協
会
・
哲
菖
会

本
部
師
範
鈴
木
菖
典
先
生

◎
旅
行
会
十
一
月
十
一
日
、

二
日
に
、
山
口
の
秋

吉
台
、
萩
方
面
の
旅

行
会
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

詳
し
く
は
後
日
、
会

員
の
皆
様
に
お
知
ら

せ
致
し
ま
す
。
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士
 
2
1
、
ト

領
2
琵
理
町
電

一

弁
弁
 
m
の

瓶
特

国
弁
弁
瓦
卯
佃
区
へ
阪

発
国張

東
北
大

タ
市
本
話

商
槌

阪
筋

大
堺

ナ

内ダ
田

タ
、

ツ
.

隈

一
=神

奈
川
県
大
和

市
商
工
課
が
発
行

し
た
パ
ソ
フ
レ
ッ

『
こ
う
す
れ
ぱ

ト必
ず
売
れ
る
』
(
小

売
店
経
営
の
手
引

き
)
に
「
伸
ぴ
る

店
」
の
共
通
点
と

三

一
=
:
"
一
=

⑭
接
客
態
度
1
儀
礼
的
で
表
面

的
な
接
客
で
、
お
客
に
対
す
る

「
口
の
き
き
方
」
を
知
ら
な
い
不

愉
快
な
店
も
あ
る
。

⑮
商
圏
1
商
圏
が
小
さ
い
、
隣

り
近
所
の
お
客
さ
え
寄
り
つ
か
な

い
店
も
あ
る
。

⑯
変
化
へ
の
対
応
1
商
売
に
自

信
が
な
い
た
め
、
環
境
変
化
に
弱

く
、
対
す
る
に
も
そ
の
方
向
が
分

ら
な
い
1
日
頃
の
不
勉
強
が
タ
タ

0
 
コ
や
 
0
 
0
 
0
 
O
 
U
 
O

§
暑
の
最
良
の
味
方

三
:
.
:
一
一
一

((
亀

「
伸
ぴ
な
い
店
」

の
共
通
点
を
十
六
項
目
に
わ
た
っ

て
対
比
し
な
が
ら
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
我
が
ふ
り
を
な
お
す
た
め
の

参
考
に
他
人
の
ふ
り
・
「
伸
び
な

い
店
」
の
共
通
点
を
抜
粋
し
て
お

と
ぅ
。
な
船
、
〔
〕
内
は
筆
者

の
補
足
で
あ
る
。

①
店
主
の
人
柄
・
性
格
1
骨
惜

し
み
を
す
る
、
偏
屈
・
頑
迷
ま
た

は
弱
気
で
ケ
チ
、
言
い
わ
け
・
ヘ

理
屈
・
ボ
ヤ
キ
が
多
い
、
〔
「
こ

う
す
る
と
良
い
」
と
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
と
〕
「
で
き
な
い
理
由
」
ぱ

か
り
並
べ
た
て
ひ
と
の
話
を
あ
ま

り
聴
こ
う
と
し
な
い
、
考
え
方
も

白
分
本
位
で
閉
鎖
的
。

②
向
上
意
欲
1
伸
び
ょ
う
意
欲

に
欠
け
る
、
〔
そ
れ
だ
け
で
な
く

何
事
も
や
る
気
が
な
い
。
〕

③
経
営
理
念
(
営
業
姿
勢
)

〔
お
客
の
利
益
よ
り
、
〕
ま
ず
白

分
(
自
店
)
の
利
益
を
最
優
先
に

し
、
店
は
自
分
の
儲
け
る
と
こ
ろ

と
考
え
る
。

④
勉
強
1
 
〔
ゴ
ル
フ
や
マ
ー
ジ

十
ソ
な
ど
〕
社
交
的
会
合
に
は
積

極
的
だ
が
、
〔
経
営
研
修
会
や
商

三
一
;
:
二
一

サ顧

隷

ビ
タ
ミ
ン
E
た
っ
ぷ
り
の
北
叫

イ
ン
ペ
ッ
ク
ス
小
麦
脛
芽
油
頬
一
一
御

店
街
の
会
な
ど
に
は
何
か
と
口
実

を
も
う
け
て
欠
席
し
〕
勉
強
に
は

消
極
的
だ
。

⑤
交
友
関
係
1
遊
び
仲
間
は
多

〔
経
営
に
つ
い
て
互
に
励

、
゛
、
、

L
力

ま
し
合
う
友
人
は
い
な
い
。
〕

⑥
計
数
管
理
1
 
〔
い
つ
ま
で
も

勘
と
経
験
だ
け
に
頼
り
〕
必
要
な

記
録
は
な
い
、
万
プ
記
録
は
と
つ

て
い
て
も
活
用
せ
ず
、
〔
ま
た
活

用
す
る
だ
け
の
能
力
も
な
く
〕
記

録
は
殆
ん
ど
税
理
士
ま
か
せ
で
あ

る
0⑦

労
力
と
頭
の
は
た
ら
き
1
肝

心
の
足
を
使
い
九
が
ら
な
い
の

三
:
:
.
二
丁
:
、
、
一
一
一
一
:
・
.
一
一
一
,
・
・
:
二
一
,
:
・
.
冨
一
,
・
・
:
三
:
:
.
一
一
丁
:
・
:
一
】
:
:
.
=
=
:
:
二
宅
:
;
三
,
:
、
.
三
、
・
.
三
サ
.
、
一
』
、
:
 
h

Ξ

Ξ

(

三
:
:
三
一
:
、
.
一
-
ー
:
.
一
一
,
、
,
.
、
一
一
一
一
:
・
.
』
一
一

一
=

0

二
一
:
;
.
二
丁
1
:
三
、
:
:
三
,
:
:
●
=

中

=
=
ー
.
、
●
一
一
:
.
三
一
一
、
:
.
ニ
=
:
:
三
一
;
冨
.
一
=
:
:
.
一
一
一
:
.
二
一
一
一
:
:
、
一
一
一

の
う

も
よ

の
し

吉

町
脚
東
印

三

=
晋
.
三
,
:
:
=
丁
.
三
、
:
:
二
字
1
、
.
三
一
;
.
一
=
:
:
.
二
一
:
ー
.
二
一

奈

な
く
、
資
金
繰
り
も
ま
ず
い
。

⑪
品
揃
え
1
 
〔
お
客
の
欲
し
が

る
品
揃
え
で
な
く
〕
自
分
の
売
り

た
い
品
揃
え
に
な
っ
て
い
る
。
ま

九
、
仕
入
が
弱
い
か
ら
商
品
の
鮮

度
(
非
食
品
で
も
)
が
よ
く
な

展
内
発
一

企

9 8

、
0

し

=
一
:
:
三

(

⑫
値
づ
け
と
売
価
1
儲
け
る
立

場
で
利
巾
を
目
い
っ
.
は
い
に
掛
け

る
か
ら
、
売
価
が
〔
「
伸
び
る

店
」
か
ら
み
る
と
割
高
と
な
り
が

ち
で
あ
る
。
〕

⑬
売
上
増
進
の
狙
い
1
売
れ
な.

い
の
を
景
気
や
〔
大
型
店
W
の
せ
い

に
す
る
。
〔
売
上
げ
が
少
な
い
の

他
人
の
ふ
り
を
見
て

.

.

我
が
ふ
り
を
直
そ
う

一
=
:
.
、
一
一
一
;
.
ニ
=
」
:
・
:
一
』
一
:
.
三
、
:
.
三
一
一
:
・
.
豊
一
、
:
:
、
一
一
一
:
・
:
一
一
、
:
:
"
一
一
一
.
、
.
二
』
一
」
.
、
.
三
一
一
"

る
、
そ
の
た
め
、
大
型
進
出
を
船

そ
れ
、
直
ぐ
に
騒
ぎ
だ
す
。

中
小
企
業
診
断
士井

上
誠
逸

で
、
〔
い
い
か
え
る
と
足
で
稼
ぐ

と
い
う
地
道
な
努
力
が
な
い
の

で
〕
生
き
た
情
報
に
う
と
く
、
頭

の
は
た
ら
き
も
堂
々
め
ぐ
り
で

〔
進
歩
が
な
い
。
〕

⑧
実
行
力
1
 
〔
優
柔
不
断
で
〕

前
向
き
の
実
行
力
に
欠
け
る
。

⑨
従
業
員
1
よ
い
従
業
員
は
居

つ
か
十
、
常
に
慢
性
的
人
手
不
足

に
悩
む
。
〔
ま
た
、
よ
く
従
業
員

の
悪
口
を
い
う
。
〕

⑩
仕
入
1
長
年
の
マ
ソ
ネ
リ
取

引
(
仕
入
先
と
)
が
多
い
。
ま
た

居
す
わ
り
仕
入
の
九
め
商
品
情
報

に
う
と
く
、
仕
入
が
弱
い
だ
け
で

.

.

三

"

ニ
=
ー
ー
=
一
一
:
・
;
一
一
一
:
.
三
一
一
;
.
二
一
一
:
.
"
二
冒
一
;
:
」
一
』
:
・
二
一
一
、

経
営
名
言

商
人
の
本
分

「
町
人
に
生
ま
れ
て
そ
の
道
を

楽
し
ま
ん
と
思
は
ぱ
、
先
ず
町
人

し
な
く
,
一
い

た
る
の
品
位
を
わ
き
ま
へ
、
町
人

こ
と
わ
り

の
町
人
元
る
の
理
を
知
り
て
後
、

そ
の
心
を
正
し
、
そ
の
身
を
修
む

べ
し
、
町
人
の
常
に
守
る
べ
き

は
、
謙
の
一
{
子
な
り
。
謙
と
い
ふ

は
、

人
に
い
ん
ぎ
ん
を
つ
く
す
こ

と
の
み
を
い
ふ
に
あ
ら
ず
。
天
理

を
郭
そ
れ
つ
つ
し
む
は
、
み
な
謙

の
道
な
り
。
そ
れ
商
い
の
道
は
、

金
銀
を
も
っ
て
物
を
買
ひ
取
り
、

利
倍
を
か
け
て
売
る
こ
と
の
み
を

い
ふ
に
あ
ら
ず
。
商
い
の
心
は
商

量
と
い
ひ
、
物
の
多
少
好
悪
を
積

り
量
り
て
用
を
な
し
、
高
利
を
と

る
こ
と
な
く
、
あ
る
と
こ
ろ
の
も

の
を
、
な
き
と
こ
ろ
の
亀
の
に
換

へ
、
天
下
の
財
物
を
通
じ
て
国
家

の
用
を
達
す
る
を
真
の
商
人
と
い

ふ
な
り
。
」
(
西
川
如
見
『
町
人

ぷ
く
ろ

嚢
』
)

)

三

(

で
〕
言
史
母
に
ガ
ッ
ポ
リ
儲
け
よ

う
と
す
る
か
ら
、
客
数
も
少
な

く
、
売
上
げ
も
大
き
く
伸
ぴ
な
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奈
良
商
工
会
議
所

主
催

日
本
経
済
新
聞
社

所
本

ニ
ニ
ロ会

.

工
関

商
機

良
託

奈
委

新

.
岡
.
●
■
●
.
●
:
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゛
●
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ミセ曾

▽
そ
め
と
織
は
ら
田
・
原
田
隆
・
西

登
美
ケ
丘
-
1
三
1
五
・
呉
服
小
売

⑯
七
0
二
0

▽
鵠
大
和
技
研
・
木
島
久
男
・
帯
解

田
中
町
三
0
0
・
電
子
応
計
測
装
置

製
販
・
@
七
三
六

▽
朗
ミ
ド
ー
・
大
谷
幸
治
郎
・
上
三

条
町
一
二
1
五
・
カ
メ
ラ
小
売
・
⑳

二
四
五
九

▽
奈
良
化
成
工
業
所
・
岩
田
忠
雄
・

秋
篠
町
一
四
一
七
1
 
-
・
プ
ラ
ス
チ

ツ
ク
成
型
・
@
五
八
六
六

▽
さ
ん
れ
で
い
・
美
濃
田
小
夜
子
・

東
九
条
町
三
 
0
-
1
三
・
化
粧
品

日
用
雑
貨
小
売
・
@
0
九
ニ
ハ

マ
鵠
三
和
精
機
梨
作
所
・
中
川
栖
光

山
町
七
0
-
・
ミ
シ
ソ
部
品
製
造
・

@
四
六
七
三

▽
お
く
や
ま
・
奥
山
幸
子
・
東
九
条

町
四
0
三
1
三
・
雑
貨
贈
答
品
販
・

@
0
三
-
0

業
業

月

従
事
象

毎

9
 
の

従
β
る
⑳
病

の
、
、

び
 
5
 
よ
4
 
疾

人
し
の

査
よ
、
に
は
円
個
と
除

審
お
田
調
た
万
 
J
費
控

件
無
員
等
0
 
事
合
ま
卯
理
経
料

条
(
役
金
吊
宅
場
亡
q
 
処
要
険

び
才
の
済
L
 
災
の
死
金
必
^

ば
砺
所
共
き
・
疾
る
妨
典
損
ば
命

お
~
業
と
つ
故
廃
円
よ
即
特
額
く
生

格
巧
可
事
金
に
事
せ
万
に
の
全
い
は

資
令
入
員
掛
人
で
通
た
W
気
上
は
つ
人

入
年
加
会
額
1
立
交
ま
U
病
合
法
人
に
本

加
◎
◎
月
◎
◎
◎
税
法
員
主

D

D

D

新

風
罵
御
製

゛

と
き
八
月
二
十
一
日
(
火
)

午
後
二
時
t
同
四
時

と
こ
ろ
当
所
五
階
ホ
ー
ル

テ
ー
マ
「
中
小
企
業
に
船
け
る

省
工
、
不
ル
ギ
ー
対
策
」

講
師
関
西
電
力
鵠
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ソ
タ
ー

所
長
高
階
徳
彦
氏

マ
ブ
ッ
ク
リ
ー
シ
ス
テ
ム
鵬
・
津
嶋

文
彦
・
西
大
寺
東
町
二
1
四
1
-
.

書
籍
販
・
@
三
五
-
 
0

▽
丸
福
製
菓
鵠
・
鈴
木
芳
雄
・
南
京

終
町
-
1
-
0
・
製
菓
業
・
⑳
四
七

一
三

・
寺
本
好
隆
・
角
振
町

▽
紀
南
食
品

-
0
・
そ
う
ざ
い
製
造
販
・
⑳
0
七

六
0

マ
津
島
表
具
店
・
津
島
包
平
・
七
条

町
字
東
沌
三
三
1
三
・
表
具
一

式
・
圃
0
七
0
九

マ
大
調
・
上
畑
勝
・
一
系
町
二
ー

七
1
-
四
・
人
事
調
査
興
信
業
・
国

四
三
五
三

▽
巽
寮
・
巽
雪
子
・
白
毫
寺
町
三

五
七
1
丁
学
生
寮
・
⑳
五
五
三
六

▽
婦
人
洋
品
の
や
ま
ぐ
ち
・
山
口
重

信
・
三
碓
町
三
ニ
ニ
ー
エ
ハ
(
富
雄

ニ
】
ド
前
名
店
街
)
・
婦
人
服
小

二

・
⑳
0
-
七
八

冗▽
小
間
源
植
村
・
植
村
栄
子
・
小
西

町
二
三
(
花
小
路
ビ
ル
)
・
化
粧
品

小
間
物
小
売
・
⑳
0
二
九
七

▽
ぺ
ッ
ト
サ
ロ
ン
タ
ケ
ノ
ウ
チ
・
竹

ノ
内
勝
美
・
西
木
辻
浄
言
寺
町
・
ペ

ツ
ト
サ
ロ
ソ
・
⑳
七
二
三
二

▽
太
陽
生
命
保
険
相
奈
良
支
社
・
京

極
勝
・
西
大
寺
国
見
町
-
1
三
1
七

生
命
保
険
・
@
八
0
三

▽
朗
阪
急
百
貨
店
奈
良
出
張
所
・
福

田
幹
三
・
尼
ケ
辻
町
-
1
六
七
八
ー

一
(
奈
良
セ
ソ
ト
ラ
ル
ビ
ル
一
 
F
)

百
貨
店
業
・
@
八
七
六
一

▽
梵
・
山
下
二
茂
・
西
登
美
ケ
丘

-
ー
ご
丁
三
一
・
飲
食
・
四
工

五
四

22命一66
生

《
,
、

2
体
公
団

,
■
:
.
Ξ
.
■
:
.
'
:
^

◎
広
く
関
係
各
位
の
御
参
加
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
艸

7
丑
茎
三
,
」
,
.
一
三
=
〒
1
▲
=
三
三
1
 
-
=
一
=
三
1
、
一
=
三
宅
1
.
一
一
一
三
三
1
.
=
=
=
Ξ
1
、
三
三
三
1
三
三

対
象
中
小
企
業
の
経
営
担
当
者
並
び
に
幹
部
社
員

入
場
無
料

よ
り
広
く
な
っ
て
オ
ー
プ
ン
ノ
.

当
所
会
館
地
階
会
議
室

か
ね
て
ょ
り
改
装
中
で
あ
っ
た
地
階
会
議
室
が
オ
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第131号(第三種郵便物認可)

働きがいのある職場にノ
会議所の共済制度に加入しよう

商工会議所共j

「、'=ニ=..、.#二七^^

奈良会議所ニュース昭和54年8月10Ξ(毎月1回10口発行)

D幅広い高額の保障戸,=商工会議所の会員事業所の役員
・幹部社員の方凌に御加入いただ
くもので、給付額も2千万円から
1億3千万円の高額保障で、幅広
い保障をお約束します。
D安い掛金

死亡保障専門の新しい無配当タ亡 イプの保険ですので、満期保険金
・配当金がなく、それだけ掛金は
安くなり、しかも多数の人々がま
とまって加入されますので、規模
の利益が得られます。

D法人掛金は全額損金処理
法人が支出するこの制度の掛金
はすべて福利厚生費として損金に
計上できます。

お申込みは

ワイド無配当

御一報ください

ー、、.、^せ^.".七づ〒Y、=,ー^=、ご一七づ、ぜ広、辻一、."=毛手=^

医療保険

一中小企業製品取扱いー
<輸出>e海外に目をむけて→<輸入>
田中貿易商 ^^
趣631 奈良市中登美ケ丘1丁目 D35-402

電話(0742) 45-19 3 9

寸一、

K, Tanaka corporation

第131号(第三種郵便物認可)

.' U,....'11....§.

月曜日法律相談

火曜日経営相談

水曜日経理・税務相談

木曜日特許相談

金曜日金融相談

/F 徳村商店
代表徳村桷良

,

闇

.
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奈良会議所ニュース 昭和54年8月10日(毎月1回10日発行)

菓子食品部奈良市大森町24番地 TEI0742・触・20侃~4
冷凍冷菜部奈良市川ノ上町14番地 TEI0742-22-0122~3

10:00~12:00

13:00~15:00

13:00~15:00

13:00~15:00

9:00~17:00

当所では会員サービスの一環として専門相
談室を設けてお力好評をいただいております。
あなたもお気軽にご利用ください。なお利

用される方は事前(前日可)に当所までご連
絡ください。(担当石田まで) TEL26-6222

.11....'Ⅱ.'.,'」
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階数
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A.B会議室

抽1修1卵1衡■卸

地階

9:0013:00 9:0017:00 9:00

12:3016:3016:3021:0021:00

1、.4妻ミ義玉三

5,900

3,200

4,200

1,800

2,400

1,800

旧

3階

6,700

3,600

4,800

2,000

2,700

2,000

第1特別会議室
(旧友好倶楽部室)

旧

12,印0

6,800

9,000

3,800

5,100

3,800
B 会議室

旧

10,00020,000

5,40011,000

お菓子は徳村
食品冷輩名種奈良県代理

..^.、.U"11111、■^Ⅱ「Ⅱ"11.^^11"1"Ⅱ..^^111"ⅡⅡ,^^1111肌"1..^.^ι1"111",^.】

"1,御引剣荷剣部

......

9:0013:00 9:0017:00 9:00

12:3016:3016:3021:0021:00

白衣・事務服・、作業服
{奈良県庁,'奈良市役所指定業者〕

8,400 9,20017,印013,00027,000 7,000 7,70014,70011,00023,000

..

6,600

2,800

3,800

2,800

゛.

(単位円)

餐奈良ユニフォーム

..

5,100

2,700

3,印0

1,500

2,100

1,500

弔、

14,000

6,000

8,000

6,000

5,700

3,000

4,000

1,700

2,300

1,700

奈良市尼ケ辻町70-1
TE、L 奈良(0742)33-0255 (代表)

10,800 8,500

5,700 4,500

.●'一●●"■.

1

フ,600

3,200

4,400

3,200

17,000

9,000

12,000

5,000

6,900

5,000

..

5,900

2,500

3,500

2,500

■.'.●'.■.■●.
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